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ハクビシンついに逆転？

　毎年恒例のタヌキ報告書を1月に
公開しました。もうお読みになった
でしょうか？　今回の報告書タイト
ルは「東京都23区内のタヌキ、ハク
ビシン、アライグマの目撃情報の集
計と分析(2011年1月版)」。ホーム
ページに掲載しています。昨年同
様、3年間のタヌキ、ハクビシン、
アライグマの目撃情報を集計し分析
しています。

2010年もハクビシン続々

　昨年の報告書での最大のトピック
はタヌキではなくハクビシンでした
が、今年もやはりハクビシンの話を
しなければなりません。2010年
は、なんと、タヌキよりもハクビシ
ンの方が目撃情報が多かったので
す。タヌキ137件、ハクビシン159
件。ついにハクビシンが追い抜いて
しまいました。私は東京都23区のタ
ヌキの生息数を約1000頭と推測して
いますが、どうやらハクビシンも同
じぐらい生息しているのはかなり確
実なようです。

　ハクビシンの目撃情報が順調に集
まった結果、その統計の精度もかな
り上がりました。生息分布図も以前
より正確になったと言えるでしょ
う。今年もこの調子で情報が集まれ
ば、さらに詳しい分析ができるよう
になるはずです。
　目撃情報を分析すると、ハクビシ
ンが樹上生活者だ、ということがよ
くわかります。もちろん都会の住宅
地には森林はありません。しかし森
林の代わりに電線があります。電
線・電柱にハクビシンがいたという
目撃例は約23%もあります。他にも
屋根の上だったり、木の上だった
り、塀の上だったりで目撃されてお
り、全体の半分以上はそういった高
い場所にいるのです。森林が無くて
も、ハクビシンは住宅地をまるで森
林のように見立てて行動しているの
です。
　もう一方のタヌキは明らかに地面
で行動する動物です。高い場所での
目撃はほぼありません。タヌキがイ
ヌの仲間であることを考えれば当然
の生態です。生活場所が重ならない

ようにすることによって、タヌキと
ハクビシンはうまくすみ分けている
のかもしれません。

情報収集に終わりはない！

　タヌキ、ハクビシン、アライグマ
などの目撃情報の収集は今後も続き
ます。情報を5年、10年と蓄積する
ことによって、時間的変化が見えて
くるようになるかもしれません。こ
の調査研究は1回限りで終わってし
まうものではありません。これから
も都会に生きるタヌキたちを調査し
ていきます。
　今後も皆様からの目撃情報をお待
ちしています。どうぞよろしくお願
いします。
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東京都および周辺地域のタヌキ
情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

目撃情報数がタヌキを上回る

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

タヌキ(左)とハクビシンの(右)
の目撃情報の分布。2008～
2010年の集計。どちらも北西
部に偏った分布だが、ハクビシ
ンの方が広く薄く分布している
ことがわかる。ハクビシンの目
撃件数も増え、昨年よりも分布
を正確に表しているはずであ
る。


